
436-3030要予約

日本共産党船橋市議団主催

会場 ： 中央公民館
時間 ： 午後１時～４時

労働相談も受けています

無料

弁護士が相談を受けます

 ４月1５日（水）
5月13日（水）

　

昨
年
の
大
型
台
風
で
県
内
で
は
住
宅
被

害
が
相
次
ぎ
、
未
だ
多
く
の
屋
根
が
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
業
者

が
見
つ
か
ら
な
い
背
景
に
職
人
不
足
が
あ

り
ま
す
が
、
原
因
は
賃
金
の
低
さ
で
す
。

　

建
設
業
で
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
や
下
請

　

２
０
２
０
年
度
の
国
民
健
康
保
険

料
３
０
０
０
円
値
上
げ
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
国
保
料
は
所
得
割
と
均
等

割
の
合
計
で
す
が
、
今
回
の
３
０
０

０
円
は
均
等
割
分
の
値
上
げ
で
す
。

　

船
橋
市
は
２
０
１
８
年
度
か
ら
12

年
か
け
て
２
年
間
ず
つ
国
保
料
の
値

上
げ
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

も
均
等
割
分
が
値
上
げ
さ
れ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
均
等
割

分
は
、
所
得
の
な
い
子
ど
も
か
ら
も

同
額
が
徴
収
さ
れ
、
世
帯
の
人
数
が

多
い
ほ
ど
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
更
に
滞
納
者
が
増
え
、

市
民
か
ら
医
療
を
取
り
上
げ
て
し
ま

う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
保
険
料

け
へ
の
し
わ
寄
せ
で
、
労
働
者
の
賃
金
が

下
が
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
の
全
産

業
男
性
労
働
者
の
年
間
賃
金
総
支
給
額
は

５
５
９
万
円
で
す
が
、
建
設
業
の
男
性
生

産
労
働
者
は
４
６
３
万
円
と
、
96
万
円
も

低
く
な
っ
て
い
ま
す
（
日
建
連
「
建
設
業

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
２
０
１
９
」
よ
り
）
。
若

者
離
れ
、
高
齢
化
が
進
む
の
も
無
理
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

現
状
を
打
開
す
る
た
め
、
野
田
市
な

ど
、
公
契
約
条
例
を
制
定
す
る
自
治
体
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
公
契
約
条
例
と
は
、

受
注
業
者
に
下
請
け
を
含
め
、
一
定
額
以

上
の
賃
金
支
払
い
な
ど
、
労
働
条
件
の
最

低
基
準
の
確
保
を
求
め
、
公
共
事
業
の
品

質
確
保
、
労
働
環
境
の
整
備
を
は
か
る
条

例
で
す
。

　

船
橋
市
は
「
国
が
公
契
約
法
を
定
め
る

べ
き
」
と
、
条
例
制
定
に
背
を
向
け
て
い

ま
す
。
確
か
に
最
大
の
責
任
者
は
国
で

す
。
し
か
し
野
田
市
は
公
契
約
条
例
の
前

文
で
そ
こ
に
触
れ
な
が
ら
も
、
「
本
市
は
、

こ
の
よ
う
な
状
況
を
た
だ
見
過
ご
す
こ
と

な
く
先
導
的
に
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
で
、
地
方
公
共
団
体
の
締
結
す

る
契
約
が
豊
か
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
貢
献
し
た
い
」
と
し

て
い
ま
す
。
自
治
体
が
条
例
制
定
を
進
め

る
こ
と
で
国
を
動
か
す
と
い
う
発
想
で

す
。

　

賃
金
規
制
を
含
む
公
契
約
条
例
を
制
定

し
た
自
治
体
は
全
国
23
に
の
ぼ
り
、
多
摩

市
で
は
重
層
下
請
構
造
の
解
消
が
進
ん
だ

と
い
う
報
告
も
。
日
本
共
産
党
は
、
本
会

議
で
「
船
橋
市
で
も
制
定
す
べ
き
だ
」
と

質
し
ま
し
た
。

　

企
画
財
政
部
長
は
今
は
考
え
て
い
な
い

と
し
つ
つ
、
「
野
田
市
に
は
か
な
り
注
目

を
し
て
い
る
」
「
他
市
事
例
を
、
ア
ン
テ

ナ
を
高
く
し
て
情
報
収
集
に
努
め
、
研
究

し
て
い
き
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。
大
災

害
の
時
代
に
無
策
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
実

現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

建
設
労
働
者
の
待
遇
改
善
は
急
務

             

公
契
約
条
例
の
制
定
を

建
設
労
働
者
の
待
遇
改
善
は
急
務

             

公
契
約
条
例
の
制
定
を

建設業就業者数の推移

一般社団法人日本建設業連合会「建設業ハンドブック2019」より作成

※2013年以降は、いわゆる
　「派遣社員」を含む

の
滞
納
が
続
け
ば
保
険
証
が
取
り
上

げ
ら
れ
、
短
期
保
険
証
（
船
橋
市
は

４
ヶ
月
の
期
限
付
き
）
や
資
格
者
証

（
窓
口
10
割
負
担
）
な
ど
の
ペ
ナ
ル

　

市
民
か
ら
「
国
民
健
康
保
険
料
引

き
上
げ
の
撤
回
」
を
求
め
る
陳
情
が

提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
付
託
先
の
健

康
福
祉
委
員
会
で
陳
情
審
査
前
に
、

３
０
０
０
円
の
国
保
料
値
上
げ
に
関

す
る
「
議
案
」
が
共
産
党
を
除
く
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
「
市
民
か
ら
の
陳
情

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
が

懸
念
さ
れ
る
中
、
全
国
の
事
例
を
基

に
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
資

格
者
証
を
交
付
し
て
い
る
市
民
に
対

し
、
直
ち
に
短
期
保
険
証
の
交
付
を

求
め
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
市
は
、

ひ
と
り
３
千
円　

国
保
料
値
上
げ 

今
後
も
２
年
ご
と
！？

審
査
も
せ
ず
に「
み
な
す
不
採
択
」

短
期
保
険
証
の
早
期
発
行
を

テ
ィ
が
課
さ
れ
ま
す
。
国
民
健

康
保
険
は
社
会
保
障
制
度
の
根

幹
で
す
。
受
診
抑
制
や
命
の
危

険
に
関
わ
る
よ
う
な
国
保
料
の

値
上
げ
は
す
る
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

「
近
隣
の
動
向
を
見
て
検
討
す

る
」
と
の
回
答
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。
感
染
拡
大
防
止
、
発
症

し
た
場
合
の
重
症
化
を
防
ぐ
意

味
で
も
早
急
に
短
期
保
険
証
の

発
行
を
求
め
ま
す
。

船橋市保健所で新型コロナウイルスの行政検査
　日本共産党は船橋市でのＰＣＲ検査を求めてきましたが、３月１１日から船橋市保健

所でもＰＣＲ検査を実施することになりました。１日１５～２０件の検査が可能。検査に

関しては、市と医療機関が患者の状態などから検査の必要性を協議し、必要性がある

と判断した場合に実施されます。感染症に関して迷ったときは、帰国者・接触者相談

センターで指示を仰いでください。

　船橋市は、備蓄していた２６万枚のマスクの一部を市内の医療機関へ配布しました。

今後も必要に応じて配布するとしています。

船橋市新型コロナウイルス感染症相談センター（帰国者・接触者相談センター）
電話番号：０４７－４０９－３１２７　受付時間：午前８時から午後８時まで（土日祝日含む）

は
き
ち
ん
と
審
議
す
る
べ
き
」

と
主
張
し
ま
し
た
が
、
共
産
党

と
無
所
属
の
委
員
以
外
の
委
員

に
よ
り
陳
情
は
「
み
な
す
不
採

択
」
と
さ
れ
、
ま
と
も
な
議
論

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
市
民

か
ら
の
陳
情
は
き
ち
ん
と
審
査

す
る
べ
き
で
す
。
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日本共産党船橋市議団 メール nk-fsd@guitar.ocn.ne.jp検　索

日本共産党国会議員団千葉事務所　043-302-2005

市 会 議 員

<市議団控室047-436-3030 FAX047-420-7201>

438-8647岩 井 友 子

422-5278金 沢 和 子 432-9317松 崎 さ ち

4０４-２０３９坂 井 洋 介

769-7271神子そよ子

◆新型コロナウイルス対策予算の抜本的な増強を ！


